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第　 1　問

空間に座標系が定められていて，z 軸上に 2点 A(0, 0, 6)，B (0, 0, 20)が与えられて
いる。xy 平面上の点 P (x, y, 0)で，0 ≦ x ≦ 15，0 ≦ y ≦ 15，∠APB ≧ 30◦ を満たす
ものの全体が作る図形の面積を求めよ。
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第　 2　問

平面上の三角形 ABCにおいて，頂点 Aを通り辺 AB，ACに垂直な直線をそれぞれ h，
k とする。B の k に関する対称点を B′，C の h に関する対称点を C′ とする。ベクトル
b =

−→
AB，c =

−→
AC，b′ =

−−→
AB′，c′ =

−−→
AC′ の間に b′ = b+ c，c′ = mb+ c（mは正の整

数）， b = 1が成り立つとき，m，∠BACおよび c を求めよ。ただし a はベクトル
aの長さを表す。また 0 < ∠BAC < π とする。
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第　 3　問

複素数 z，wの間に w = z2 なる関係があり，複素平面において点 zは四点 1+ i，2+ i，
2 + 2 i，1 + 2 iを頂点とする正方形の内部を動くものとする。このとき，複素平面におい
て，点 w の動く範囲の面積を求めよ。ただし，iは虚数単位をあらわす。
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第　 4　問

たがいに外接する定円 C，C ′ が共通接線 lの同じ側にあるとする。図のように

C，C ′，lに接する円を C1，　　 C，C1，lに接する円を C2，　　 · · · · · ·

C，Cn−1，lに接する円を Cn，　　 · · · · · ·

とする。このとき円 Cn の半径を rn として，極限値 lim
n→∞

n2rn を，円 C の半径 R と円
C ′ の半径 R′ とを用いて表せ。
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